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予
防
接
種
政
策
に
つ
い
て
の
リ
ス
ク
・
責
任
配
分
の
問

題
に
関
し
て
、
日
本
の
予
防
接
種
政
策
の
歴
史
的
な
変

遷
と
い
う
点
で
、
こ
の
間
題
に
つ
い
て
、
6
回
に
わ
た
っ

て
論
考
を
試
み
る
こ
と
に
す
る
。

国
立
大
学
法
人
山
形
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学
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西
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総
合
医
学
教
育
セ
ン
タ
I

葛
は
l
類
吃
椅
物
葵
ぼ

2
0
2
1
年
2
月
1
7
日
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
対
策
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
ワ
ク
チ
ン
の

先
行
接
種
が
、
医
療
従
事
者
を
対
象
に
始
ま
っ
た
。
厚

生
労
働
省
に
よ
れ
ば
、
2
月
2
0
日
現
在
で
、
2
月
中
句

か
ら
3
月
い
っ
ぱ
い
で
医
療
従
事
者
約
4
7
0
万
人
に

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
予
定
し
て
お
り
、
4
月
6
日
以
降
か

ら
は
6
5
歳
以
上
の
高
齢
者
約
3
6
0
0
万
人
に
接
種
予

定
と
し
て
い
る
用
。

6
月
中
旬
位
か
ら
は
、
一
般
の
人
(
1
6
歳
以
上
)
を

対
象
に
、
ま
ず
、
基
礎
疾
患
の
あ
る
人
(
約
8
2
0
万

人
)
、
次
に
、
高
齢
者
施
設
職
員
約
2
0
0
万
人
を
対

象
に
す
る
と
い
う
。

今
回
は
、
人
命
や
感
染
予
防
を
第
一
に
、
日
本
の
医

薬
品
承
認
に
お
い
て
は
異
例
の
迅
速
さ
で
数
種
類
の
ワ

ク
チ
ン
が
承
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
そ
の
予
防
接
種
の
実

施
の
た
め
に
、
p
印
z
貸
¥
B
i
O
N
↓
e
c
巨
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
(
S
A
R
叩
C
e
<
・
∞
)
感
染
症
(
C
O
V
工

D
I
1
 
9
)
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
m
R
N
A
ワ
ク
チ
ン

で
あ
る
た
め
、
保
管
温
度
や
方
法
に
は
注
意
を
要
し
、

期
間
を
お
い
で
の
2
回
接
種
に
つ
い
て
は
、
1
回
接
種

で
済
ま
す
こ
と
が
で
き
な
い
か
等
、
検
討
が
さ
れ
始
め

て
も
い
る
の
。

さ
て
、
今
回
か
ら
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
経
済
秩
序
お
よ

び
公
衆
衛
生
基
準
の
遵
守
が
求
め
ら
れ
る
状
況
下
で
の

葛
帽
倍
音
医
薬
品
一
喝
賽
蛮
性
留
公
益
性
看

医
薬
品
の
開
発
は
、
大
き
な
利
益
を
期
待
で
き
る
成

長
産
業
と
し
て
先
進
諸
国
が
力
を
入
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
国
際
的
な
特
許
の
取
得
に
よ
り
、
グ
ロ
ー
バ

ル
な
市
場
で
の
取
引
が
可
能
と
な
り
、
よ
り
一
層
の
利

益
を
得
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

こ
の
医
薬
品
の
取
引
は
国
民
の
健
康
に
関
わ
る
問
題

で
あ
る
た
め
、
政
府
機
関
に
よ
る
各
国
の
承
認
が
必
要

で
あ
る
。
こ
の
承
認
過
程
に
お
い
て
は
、
二
つ
の
ジ
レ

ン
マ
が
あ
る
。
一
つ
は
、
国
際
的
に
公
正
で
自
由
な
市

場
の
要
求
で
、
も
う
一
つ
は
、
個
々
の
国
に
お
け
る
医

薬
品
の
安
全
性
へ
の
要
求
で
あ
る
。
例
え
ば
、
欧
米
で

開
発
、
安
全
性
・
有
効
性
が
認
め
ら
れ
た
医
薬
品
で
あ
っ

て
も
、
日
本
で
は
、
国
内
で
の
安
全
性
・
有
効
性
が
確

認
さ
れ
た
後
で
の
承
認
に
よ
り
、
初
め
て
市
場
に
開
放

さ
れ
る
と
い
う
過
程
を
経
る
。
ま
た
、
各
国
内
の
製
薬

企
業
と
、
国
際
的
製
薬
企
業
と
の
間
で
の
薬
剤
開
発
や

市
場
占
有
を
め
ぐ
る
コ
ン
フ
リ
ク
ト
も
存
在
す
る
。
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各
国
と
も
に
安
全
性
と
有
効
性
の
中
で
承
認
の
是
非

を
判
断
す
る
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
日
本
の
医
薬
品
承

認
は
遅
れ
が
ち
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
政
府
対

応
が
、
経
済
的
動
機
と
し
て
の
公
正
で
自
由
な
医
薬
品

取
引
の
見
え
な
い
障
壁
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

日
本
で
は
予
防
接
種
政
策
も
同
様
な
コ
ン
フ
リ
ク
ト

状
況
に
あ
る
と
い
え
る
。
す
な
わ
ち
、
医
薬
品
の
副
作

用
発
生
の
リ
ス
ク
を
考
慮
し
、
安
全
性
を
最
優
先
し
て

承
認
の
是
非
を
判
断
す
る
た
め
、
国
際
的
基
準
に
照
ら

す
と
医
薬
品
承
認
が
遅
れ
る
と
い
う
結
果
を
招
来
し
て

い
る
。
し
か
も
予
防
接
程
の
場
合
に
は
、
個
人
の
健
康

の
確
保
を
超
え
て
、
社
会
全
体
と
し
て
の
公
衆
衛
生
的

な
ニ
ー
ズ
も
存
在
し
、
こ
の
二
つ
が
し
ば
し
ば
対
立
す

る
状
況
も
、
こ
れ
ら
の
ジ
レ
ン
マ
や
コ
ン
フ
リ
ク
ト
に

か
か
わ
っ
て
く
る
。

「
予
防
接
種
用
の
医
薬
品
は
安
全
性
が
第
一
優
先
で

あ
る
」
と
い
う
言
説
の
背
後
に
は
、
副
作
用
を
め
ぐ
る

リ
ス
ク
負
担
の
配
分
を
め
ぐ
っ
て
、
他
の
先
進
国
と
は

異
な
る
日
本
固
有
の
特
徴
が
あ
る
の
。
こ
の
こ
と
は
今

回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
し
て
、
副
作
用
な
ど

の
リ
ス
ク
は
許
容
し
、
接
種
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と

い
う
考
え
の
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
の
政
府
の
対

応
か
ら
も
、
う
か
が
わ
れ
る
。

さ
て
、
医
薬
品
に
は
、
当
然
な
が
ら
効
用
と
同
時
に

副
作
用
発
生
の
リ
ス
ク
が
常
に
あ
る
。
そ
れ
に
よ
り
健

康
被
害
が
発
生
し
た
場
合
、
責
任
は
承
認
し
た
側
に
あ

る
の
か
、
接
種
を
受
け
た
個
人
側
に
あ
る
の
か
。
副
作

用
の
治
療
費
は
誰
が
負
担
す
べ
き
か
。
こ
の
よ
う
な
責

任
帰
属
問
題
へ
の
対
応
が
、
「
ワ
ク
チ
ン
ギ
ャ
ッ
プ
」

や
「
過
誤
ジ
レ
ン
マ
」
と
い
っ
た
言
葉
で
表
現
さ
れ
る

日
本
的
予
防
接
種
政
策
の
特
徴
を
生
み
出
し
て
い
る
の
。

予
防
接
種
は
、
感
染
症
の
脅
威
に
立
ち
向
か
う
上
で

人
類
の
歴
史
に
多
大
な
貢
献
を
行
っ
て
き
た
。
予
防
接

種
は
、
多
数
の
人
間
に
短
期
間
に
免
疫
力
を
与
え
て
感

染
症
の
発
症
を
減
ら
す
優
れ
た
方
法
で
あ
る
。
紀
元
前

か
ら
世
界
中
で
悪
魔
の
病
気
と
恐
れ
ら
れ
て
い
た
天
然

痘
は
、
天
然
痘
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
的
な
接
種
、
す
な
わ

ち
種
痘
が
普
及
す
る
こ
と
と
相
ま
っ
て
、
そ
の
発
生
数

は
激
減
し
た
。
W
H
O
は
1
9
8
0
年
5
月
に
天
然
痘

の
世
界
根
絶
宣
言
を
行
い
、
人
々
の
天
然
痘
へ
の
恐
怖

が
終
焉
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
予
防
接
種
に
よ
り
制
御

可
能
と
な
る
感
染
症
も
多
い
。
こ
の
た
め
、
日
本
を
含

め
世
界
的
に
多
く
の
国
で
、
感
染
症
か
ら
の
社
会
防
御

の
た
め
に
予
防
接
種
を
強
制
接
種
の
形
で
実
践
し
て
き

た
歴
史
が
あ
る
。

第
一
回
目
の
本
稿
で
は
、
予
防
接
種
の
意
義
を
検
討

し
、
ま
た
患
者
の
権
利
お
よ
び
経
済
的
側
面
か
ら
予
防

接
種
と
は
何
か
を
検
討
す
る
。

照
匂
」
感
染
症
破
鐘
坤
の

グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

ま
ず
、
感
染
症
に
対
す
る
政
策
を
グ
ロ
ー
バ
ル
に
考

え
る
と
、
㈲
全
世
界
的
規
模
で
の
乳
幼
児
死
亡
の
原
因

と
な
っ
て
い
る
感
染
症
の
撲
滅
、
㈲
国
単
位
で
の
特
定

感
染
症
に
対
す
る
予
防
接
軽
率
の
向
上
、
㈲
㈲
と
関
連

し
て
い
る
保
菌
者
に
よ
る
感
染
症
の
播
種
防
止
、
が
そ

の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
観
点
を
基
に
す
る
と
、
予
防
接
種
政
策
を
め
ぐ

る
標
準
的
な
検
討
課
題
は
、
㈲
ワ
ク
チ
ン
接
種
で
予
防

可
能
な
疾
患
(
<
a
c
c
血
e
若
く
筈
事
b
-
e
産
経
罵
‥

V
P
D
)
　
の
費
用
負
担
、
㈲
集
団
免
疫
(
国
の
m
d

巨
ヨ
∈
ま
き
効
果
の
実
現
、
㈲
ワ
ク
チ
ン
の
有
効
性

評
価
と
安
全
性
評
価
か
ら
導
か
れ
る
医
療
経
済
性
の
評

価
、
最
後
に
㈲
各
国
の
社
会
的
・
文
化
的
事
情
の
勘
案

で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
2
0
1
3
年
の
デ
ー
タ
で
は
あ
る

が
、
国
連
児
童
基
金
(
以
下
、
U
N
工
C
E
F
)
　
の
幼

児
の
5
大
死
亡
率
改
善
に
つ
い
て
、
低
収
入
国
ざ
宅

ざ
8
雪
の
8
雪
中
y
、
低
-
中
程
度
収
入
国
"
b
W
宰

ヨ
邑
巨
の
ざ
8
旨
の
8
与
卓
、
高
-
中
程
度
収
入
国

日
p
幕
下
己
d
巨
?
ざ
8
旨
の
、
高
収
入
国
産
官
軍
8
雪
の

8
与
卓
で
の
推
移
が
あ
る
撃
低
収
入
国
、
低
-
中
程
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度
収
入
国
、
高
-
中
程
度
収
入
国
の
国
々
で
は
年
代
が

増
加
す
る
に
つ
れ
て
、
感
染
症
に
よ
る
死
亡
率
は
減
少

す
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。
一
方
で
、
高
収
入
国
で
は

こ
の
傾
向
は
認
め
ら
れ
な
い
。
死
亡
率
改
善
や
改
善
の

頭
打
ち
に
は
、
社
会
的
施
設
・
制
度
の
充
実
、
公
衆
衛

生
意
識
の
向
上
、
生
活
の
ゆ
と
り
等
が
背
景
に
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
の
傾
向
は
現
在
も
あ
ま
り
変
わ
っ
て

い
な
い
。

次
に
、
世
界
に
お
け
る
予
防
接
種
率
を
図
1
に
示
す
。

高
収
入
国
で
は
予
防
接
種
率
が
高
い
と
さ
れ
る
が
、
図

1
に
み
る
よ
う
に
、
高
収
入
国
と
予
防
接
種
率
の
上
昇

は
必
ず
し
も
一
致
し
て
い
な
い
。
日
本
は
高
収
入
国
で

あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
予
防
接
種
率
は
9
6
・
7
%
と
高

-
中
程
度
収
入
国
よ
り
低
い
。

2
0
2
1
年
2
月
1
7
日
、
ユ
ニ
セ
フ
(
国
連
児
童
基

金
)
事
務
局
長
の
ヘ
ン
リ
ュ
ッ
ク
・
フ
ォ
ア
は
、
国
連

安
全
保
障
理
事
会
の
会
合
に
出
席
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
(
C
O
V
I
D
I
1
9
)
　
の
ワ
ク
チ
ン
の

公
平
な
分
配
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
た
㈲
。
一

部
抜
粋
し
て
引
用
す
る
。

「
紛
争
や
不
安
定
な
状
況
の
中
で
暮
ら
し
て
い
る
、

あ
る
い
は
そ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
逃
れ
て
き
た
何
百
万

人
も
の
人
々
を
含
め
、
す
べ
て
の
人
々
が
公
平
に
ワ
ク

チ
ン
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
正
義

の
問
題
と
し
て
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
、
す

べ
て
の
人
の
た
め
に
、
こ
の
パ
ン
チ
ミ
ッ
ク
を
終
わ
ら

せ
る
唯
一
の
道
で
す
。
そ
し
て
、
思
い
や
り
、
希
望
、

平
和
の
種
を
、
そ
れ
が
あ
ま
り
に
も
少
な
い
国
々
に
蒔

く
こ
と
で
す
」
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
世
界
的
規
模
で
の
感
染
症
政
策

の
現
代
的
課
題
を
提
示
す
る
と
、
用
世
界
で
広
く
確
認

さ
れ
て
い
る
乳
幼
児
死
亡
原
因
た
る
感
染
症
雁
息
を
予

防
し
死
亡
率
を
引
き
下
げ
る
こ
と
、
㈲
低
-
中
程
度
以

上
の
所
得
の
国
に
お
け
る
特
定
の
感
染
症
に
対
す
る
予
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図2　地域の免疫(集団免疫) Community lmmunity (’’Herd●’Immunity)
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防
接
種
率
を
高
め
、
集
団
免
疫
を
確
保
・
維
持
し
て
死

亡
率
を
下
げ
る
こ
と
で
あ
る
。
高
収
入
国
で
あ
る
に
も

関
わ
ら
ず
予
防
接
種
率
が
低
い
日
本
の
課
題
は
㈲
に
あ

る
と
い
え
よ
う
。

具
体
的
に
は
、
用
予
防
接
種
に
よ
っ
て
生
じ
る
副
反

応
被
害
へ
の
対
応
の
仕
組
み
の
構
築
、
㈲
予
防
接
種
に

関
与
す
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ギ
ャ
ッ
プ
の
克
服
、
㈲
ワ
ク
チ
ン
ギ
ャ
ッ
プ
の

解
消
と
集
団
免
疫
の
向
上
で
あ
る
。

㈲
感
染
症
予
防
と
し
て
の
集
団
(
群
)
免
疫

予
防
接
種
の
目
的
は
、
あ
る
感
染
症
に
対
し
て
の
国

民
全
体
の
免
疫
水
準
を
維
持
す
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
の

た
め
に
は
予
防
接
種
の
接
種
機
会
を
安
定
的
に
提
供
し
、

一
定
の
接
種
率
を
確
保
す
る
こ
と
、
即
ち
集
団
免
疫
概

念
が
重
要
に
な
る
。
但
し
、
集
団
免
疫
が
確
立
す
る
に

は
、
地
域
に
応
じ
た
規
模
と
時
間
を
要
す
る
。

図
2
は
、
集
団
(
群
)
免
疫
(
h
①
邑
巨
富
u
巨
や
)

の
仕
組
み
と
効
果
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
㈲
の
。
集
団
免

疫
の
観
点
か
ら
は
、
発
症
者
の
数
で
は
な
く
、
病
原
体

の
官
青
雲
寄
巴
c
単
五
の
r
に
注
目
す
る
こ
と
が
必
要
と
な

る
。
例
え
ば
、
2
0
0
人
の
ポ
リ
オ
ウ
イ
ル
ス

感
染
に
対
し
て
一
人
が
発
症
す
る
と
考
え
ら
れ

て
い
る
の
で
、
残
り
の
1
9
9
人
は
p
O
〔
晋
寄
生

C
登
玉
の
「
で
あ
る
。
官
需
己
邑
c
貸
正
e
「
が
未
感
染

者
と
接
触
す
る
た
び
に
新
た
な
感
染
機
会
を
作
る

こ
と
に
な
る
。
こ
の
潜
在
的
な
c
肖
正
の
書
を
無
く
す

こ
と
が
予
防
接
種
の
主
た
る
目
標
で
あ
る
。

今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
し
て
は
、

「
集
団
免
疫
」
の
状
態
に
な
る
こ
と
に
つ
い
て
、

W
H
O
は
、
2
0
2
1
年
の
1
月
7
日
の
会
見
で
、

「
正
確
に
は
分
か
ら
な
い
も
の
の
世
界
の
人
口
の

7
0
%
を
超
え
る
人
が
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
必
要

が
あ
る
」
と
い
う
見
方
を
示
し
て
い
る
の
。

予
防
接
種
に
よ
り
一
定
人
数
の
集
団
が
感
染
症

に
罷
思
し
な
く
な
れ
ば
、
疾
病
の
た
め
に
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
適
応
と
は
な
ら
な
い
人
々
、
あ
る
い
は
、

ワ
ク
チ
ン
の
効
果
が
得
ら
れ
な
い
子
ど
も
、
さ
ら
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に
は
何
ら
か
の
経
済
的
・
社
会
的
・
文
化
的
理
由
か
ら

予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
々
を
も
、
感

染
症
か
ら
守
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
が
、
集
団
免
疫

(
h
○
○
d
巨
冒
毒
す
)
の
考
え
で
あ
り
、
成
立
に
は
要

件
が
あ
る
。

予
防
接
種
の
社
会
的
・
個
人
的
副
反
応
リ
ス
ク
と
、

接
種
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
の
視
点
か
ら

集
団
免
疫
を
み
る
と
、
集
団
免
疫
が
成
立
し
た
状
況
で

は
、
感
染
症
の
ア
ウ
ト
ブ
レ
イ
ク
を
防
ぎ
、
社
会
と
個

人
の
不
安
が
軽
減
さ
れ
疾
病
発
生
に
よ
っ
て
経
済
的
掘

矢
が
生
じ
る
可
能
性
も
抑
制
さ
れ
る
。
ま
た
、
予
防
接

種
を
受
け
ら
れ
な
い
少
数
の
人
々
も
「
間
接
的
」
に
感

染
か
ら
防
御
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
が

リ
ス
ク
を
大
幅
に
上
回
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
こ

れ
は
集
団
免
疫
と
い
う
社
会
的
次
元
で
の
コ
ス
ト
・
ベ

ネ
フ
ィ
ッ
ト
関
係
で
あ
り
、
接
種
に
よ
り
実
際
に
副
反

応
が
発
生
し
た
少
数
の
個
人
の
次
元
で
は
、
言
う
ま
で

も
な
く
リ
ス
ク
が
現
実
化
し
、
そ
こ
に
は
何
の
ベ
ネ

フ
ィ
ッ
ト
も
存
在
し
な
い
ば
か
り
か
大
き
な
損
失
を
引

き
受
け
る
こ
と
に
な
る
。

㈲
患
者
の
権
利
、
言
〇
一
d
三
の
象
8
一
>
紛
8
i
・

a
島
o
つ
(
W
M
A
)
リ
ス
ボ
ン
宣
言
と
リ
ス
ク

こ
う
し
た
個
人
の
次
元
に
着
目
す
る
と
き
、
個
々
の

患
者
の
権
利
の
観
点
が
重
要
と
な
る
。
W
M
A
リ
ス
ボ

ン
宣
言
で
示
さ
れ
た
患
者
の
権
利
は
、
良
質
の
医
療
を

受
け
る
権
利
、
選
択
の
自
由
の
権
利
、
自
己
決
定
の
権

利
、
意
識
の
な
い
患
者
・
法
的
無
能
力
の
患
者
の
権
利
、

意
思
に
反
す
る
処
置
を
拒
否
す
る
権
利
、
情
報
に
対
す

る
権
利
、
守
秘
義
務
に
対
す
る
権
利
、
健
康
教
育
を
受

け
る
権
利
、
尊
厳
に
対
す
る
権
利
、
宗
教
信
条
に
対
す

る
権
利
の
u
条
で
構
成
さ
れ
て
い
る
の
。

こ
の
権
利
宣
言
に
基
づ
く
と
、
予
防
接
種
の
被
接
種

者
は
、
接
種
政
策
者
に
対
し
て
、
①
良
質
の
医
療
を
受

け
る
権
利
、
②
選
択
の
自
由
の
権
利
、
③
自
己
決
定
の

権
利
、
④
意
思
に
反
す
る
処
置
を
拒
否
す
る
権
利
、
⑤

情
報
に
対
す
る
権
利
、
⑥
健
康
教
育
を
受
け
る
権
利
の

6
つ
の
権
利
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
を
有
し
て
い
る
と
い
え
る
。

前
述
の
と
お
り
、
予
防
接
種
で
は
、
あ
る
感
染
症
を

予
防
し
、
そ
の
感
染
症
に
対
す
る
集
団
免
疫
を
高
め
る

こ
と
が
必
要
に
な
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
接
謹
政
策
者

が
リ
ス
ク
と
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
て
公

共
的
利
益
の
確
保
の
た
め
に
被
接
種
者
の
権
利
行
使
制

限
を
求
め
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。
個
人
の
権
利
と
そ
の

制
限
は
、
予
防
接
種
に
よ
る
副
反
応
な
い
し
健
康
被
害

の
発
生
の
可
能
性
を
考
慮
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

「
副
反
応
の
リ
ス
ク
」
が
現
実
化
す
る
か
否
か
は
推
測

の
域
を
出
ず
、
「
不
確
実
性
」
が
伴
う
こ
と
は
い
う
ま
で

も
な
い
。

ま
た
、
一
定
の
自
己
決
定
が
許
容
さ
れ
る
政
策
が
施

行
さ
れ
た
場
合
に
は
、
不
確
実
性
は
、
被
接
種
者
自
身

の
次
元
で
も
、
接
種
に
よ
り
得
ら
れ
る
効
果
と
副
反
応

の
発
生
リ
ス
ク
の
問
で
の
選
択
な
い
し
自
己
決
定
ジ
レ

ン
マ
と
し
て
顕
れ
て
く
る
。
ジ
レ
ン
マ
に
直
面
し
た
被

接
種
者
は
「
不
安
」
を
覚
え
な
が
ら
各
自
が
取
得
し
た

知
識
を
参
照
点
と
し
て
意
思
決
定
し
て
い
く
。
し
か
し
、

こ
の
決
定
で
ジ
レ
ン
マ
が
克
服
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は

ない。被
接
種
者
は
、
い
ず
れ
を
選
択
し
た
と
し
て
も
、
接

種
を
受
け
た
場
合
は
副
反
応
の
リ
ス
ク
、
拒
否
し
た
場

合
は
集
団
免
疫
に
よ
る
感
染
症
防
御
に
悪
影
響
を
及
ぼ

し
自
身
の
擢
息
可
能
性
お
よ
び
社
会
の
レ
ベ
ル
で
の
リ

ス
ク
を
生
み
出
す
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
や
コ
ン
フ
リ
ク
ト

を
抱
え
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
リ
ス
ク
が
現
実
の
も
の

と
な
る
場
合
、
こ
の
ジ
レ
ン
マ
や
コ
ン
フ
リ
ク
ト
は
、

生
じ
た
被
害
を
め
ぐ
る
責
任
の
帰
属
と
配
分
の
問
題
へ

と
変
容
し
て
い
く
。

患
者
の
権
利
は
、
こ
の
意
味
で
、
予
防
接
種
の
領
域

に
お
い
て
、
大
き
な
ジ
レ
ン
マ
や
コ
ン
フ
リ
ク
ト
を
既

に
内
包
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
権
利
に
内
包
さ
れ
た
予
防
接
種
の
意
思
決
定
に

か
か
わ
る
論
点
に
つ
い
て
は
、
次
回
に
検
討
す
る
。
因
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:　本誌の発送先につきましては、間違いがないよう常に見直しをしています。また、

i　提供していただいた情報を他に流用したり漏洩したりというようなことのないよう適
:　正に取り扱い管理することに努めております。

:　ですが　人事異動などによる内容を聞違えていたり、変更が漏れていたりする場合

i　もあります。細心の注意をはらって変更作業をしておりますが、特に大幅な人事異動

;がある時期には、間違いの起こる可能性が高くなってしまうのが現状です。
:　また、提供していただいた情報から漏れてしまっている内容もあるようです。定期

:　的な人事情報以外にも、宛名ラベルに記載されている「部署名」 「役職名」 「氏名」 「部

;数」等の修正・変更等がありましたら、随時、 Eメール、 FAX等T,編集部までお
:知らせください。

お手数をおかけしますが　よろしくお願い申し上げます。
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